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検索結果の概要を表すキーワード式生成による質問修正支援
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あらまし 検索エンジンを用いてWeb情報検索を行う際，ユーザが求めるページを得るための質問を生成することは

困難である．この理由として，ユーザ自身の知識不足，また既存の検索エンジンの多くは，提示される結果がタイト

ルやテキストの単純な羅列であり，実際に１ページずつ開いてみなければ内容が理解しづらいことが挙げられる．本

稿では，ユーザの質問から得られる検索結果を複数のキーワードを組み合わせたキーワード式で簡潔に表すことで，

その概要を理解し，ユーザの知識発見と質問修正を支援するシステムを提案する．また，今後の課題の１つとして，

話題構造や”アスペクト”の考え方を用いた検索結果の周辺のページ集合を扱うことについても述べる．
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Abstract It is difficult to decide the query which can get Web pages that a user really wants in Web information

retrieval by using the search engine. It is because that user do not have enough knowledge. And it is also because

it is difficult to understand the context of page without peruse actually page by page so that the retrieval result

is a simple enumeration of its title and the text by many of existing search engine.In this paper, it is proposed

the system that support user to understand the outline of retrieval result, discover of knowledge and modify the

query. In this system, retrieval result is concisely shown by the keyword formula that combines two or more words.

Moreover, it is described to treat page set of surrounding of the retrieval result by using a topic structure and the

idea of ”Aspect” as one of the problems in the future.
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1. は じ め に

昨今，爆発的な増加を続けるWebページの中から得たい情

報を求めて検索する際，ユーザがいかに目的を達成できるかを

重要視する search experience という考え方が広まってきてい

る．この考え方を実現するためには，既存の検索エンジンのよ

うにユーザの質問に対して適合性の高い検索結果をリストする

だけでなく，検索結果を含めたWebページ集合から様々な情

報を発見し，ユーザ自身がその検索目的を確認しながら漸進的

に検索を進め，ユーザが本来求めている情報を得られるように

することが重要である．既存の検索エンジンの問題点として，

検索結果の膨大な量とその表示方法，そして質問の決定が困難

である点が挙げられる．

つまり，情報検索には向いているが，情報探索には不向きで

あるといえる．上記の問題点を改善するために，ページ集合の

クラスタリング [2]や表示する結果をグラフや画像を用いて視

覚化するような検索エンジンもいくつか出てきている．しかし，

検索結果から目的の情報を探すことは容易なことではない．

ここで本論文で取り上げるべき課題として，次の２点を挙

げる．



図 1 システムの概要

（ 1） 検索結果の概要を理解する

（ 2） 検索結果とその周辺のページ集合内の情報による質問修正

を支援する

まず１つめは，検索結果から目的の情報を見つけ出すよりは，

検索結果がどのような情報を含んでいるのかを一瞥するだけで

おおまかにではあっても理解することができれば，ユーザ自身

が入力した質問と目的との差異を知ることができ，質問を修正

して再度検索することができるということである．また，２つ

めは，情報探索を目的としているような場合は，絞込み検索の

ように詳細な情報のみを見ていくよりは，選択したキーワード

と関係のあるさまざまな情報を自動的に提示した上で,その中

からよりユーザ自身の興味のある内容のものを選んだり,そこ

から質問をより詳細なキーワード集合に置き換えて再検索する

ほうが，新しい知識を発見することができたり，検索のために

初めに選択したキーワードを，よりユーザの嗜好に沿った情報

を取得するための質問に修正することができると考えられる.

そこで本研究では,ユーザがはじめに入力した質問の検索結

果を取得し，その内容をいくつかのキーワードを論理和と論理

積によって結合して生成するキーワード式をグラフ化して,新

たな検索のための質問を得るための情報としてユーザに提示し，

新たな知識の発見と質問修正を支援するシステムを提案する.

システムの概要を図 1に示す．

本論文の２章では本研究の関連研究について述べ，３章では

本提案手法の概要として，ユーザに提示するキーワード式とは

どのようなものであるかについて述べる．４章では３章で紹介

したキーワード式の生成プロセスとそのアルゴリズムについて，

５章ではシステムの実装とその結果の考察について述べ，６章

でまとめと今後の課題について述べる．

2. 関 連 研 究

2. 1 Focus + Context View

Web検索において，一度に提示する情報の量はブラウザやモ

ニタのサイズなどに制限があるのに加え，ユーザが一度に把握

できる情報の量にも限度がある．そのため，情報の量が膨大で

ある場合は，その一部分だけを見せ，その上でユーザがさらに

見たいと思った情報を選んで順に見ていくことで，情報を効率

よく取得することができると考えられる．

情報をキーワード集合のグラフなどの簡潔に表示したものか

らその中の一つを選択すると，その選択したものを中心とし

た表示に変えるようにする手法がある．このように，選択した

ものを中心として,その周辺だけを見せる可視化のアプローチ

は，”Focus + Context View”と呼ばれている．この例として

は，FishEye View [3] [4]などが有名である．

2. 2 KeyGraph

大澤ら [5]は，ある文章がどのような内容であるかを調べるた

めに，その文章の中から重要であると考えられる単語を複数抽

出してきて，それぞれの単語同士の関係を線でつないでグラフ

表示するシステムを構築している．KeyGraphでは一つの文章

が対象であるので，Webページであれば最大１つのWebペー

ジという単位でグラフを生成するが，抽出してきた語を AND

と ORで結合した複数通りのキーワード式という形でユーザに

提示する点が，本研究が異なっている点である．

図 2 KeyGraph

2. 3 検索結果とその参照ページ集合の近似的内包表現によ

るWeb情報検索支援

筆者ら [6]はこれまでに，検索結果とその参照ページ集合そ

れぞれの概要を表すために，検索結果とその参照ページ集合の

中にそれぞれ含まれるキーワードを複数組み合わせ，それらの

キーワードから得られる検索結果のページ集合により初めの質

問から得られる検索結果を近似的に表すシステムを提案した．

複数のキーワードの ORをとったものをキーワード式とし，そ

の評価関数として再現率と適合率を足し合わせたものを用い

て，図 3のようなプロトタイプを作成し，キーワード式の提示

を行った．



図 3 プロトタイプ

この手法では，近似的内包表現を用いて検索結果を近似的に

表している．しかし，キーワード式に含める語が一般的な名詞

などである場合などによく検索結果の集合とキーワード式で表

されるページ集合との適合率が非常に小さくなってしまい，事

実上検索結果の概要とならない場合が出てきてしまう．そのた

め，本論文での提案手法はこれとは別の手法によりキーワード

式を生成することを考慮してのものとしている．

3. 検索結果の概要を表すキーワード式

本研究では，検索結果の概要を表すために，いくつかのキー

ワードを論理積（AND）と論理和（OR）を用いて接続したキー

ワード式を生成する．このキーワード式によって，ユーザが検

索結果の概要を理解した上で新たな知識の発見とそこから質問

の修正を支援することができると考える．

3. 1 キーワード式とは

検索結果の概要を表そうとする際，最も単純な表し方として

は，１つの語で表す方法がある．ここで，概要を表すというこ

とから，検索結果のページ集合の中で多くのページに含まれて

いる語が評価としても高いと考えられる．しかし，１つの語で

はページ集合全体を言い表すことは困難である．これは，検索

エンジンで検索を行う場合に，１つの語を質問として検索する

ことで目的のページを見つけ出すことが困難であることと同様

である．そこで，検索結果の中に含まれる語を複数組み合わせ，

それらの語の，出現ページ数による関係を ANDと ORを用い

た論理式で表したキーワード式として検索結果のページ集合の

概要を表すことを考える．

3. 2 キーワード式の例

生成されるキーワード式の例を次に示す．”イラク”という

質問から得られたキーワード式の一つとして，　

「イラン OR (日本 AND ((政府 AND 自衛隊) OR 大統領))」

というものが挙げられる．これは，”イラク”という質問の検索

結果を表している次の，語を ANDで結合した３つの式の OR

をとったものである．

• 「イラン」

• 「日本 AND 政府 AND 自衛隊」

• 「日本 AND 大統領」

3. 3 キーワード式の表示

生成したキーワード式は，生成した文字列のままでは，一瞥

するだけで理解することは困難であるため，図 4のように，決

定木 [7]のような形でグラフ表示することにする．初めの質問

を根のノードとして，その下にノードを順につなげていく．親

ノードとその唯一の子ノードの関係を AND結合，同じ親ノー

ドに複数の子ノードが接続されている場合，その子ノード同士

の関係を OR結合としている．

図 4 キーワード式の具体例

例えば上記の例の AND で結合した式の「日本 AND 政府

AND 自衛隊」という式は，”イラク”という根ノードから”自

衛隊”という葉のノードまでの道のりを指している．

3. 4 キーワード式からの質問修正

このグラフとして表示された中に含まれる語の中でユーザ

が興味のある語をランダムに抽出したり，根ノードからある葉

ノードまでの語を複数選択してそれらを次の質問とすることが

できるようにすることで，ユーザの質問修正の支援ができると

考えられる．例えば，”イラク”という質問から得られた上記の

キーワード式の中から，”自衛隊”という語に興味を持ったとす

ると，”イラク”という根ノードから”自衛隊”というノードまで

の語をすべて ANDで結合した式を生成する．検索エンジンに

入力する場合は次のように変換して入力する．　

　　　「イラク AND 日本 AND 政府 AND 自衛隊」

　　　　　　　　　　　↓

　　　「イラク　日本　政府　自衛隊」

　

という質問で検索することで，「イラクや日本という国の政府，

自衛隊に関すること」についてのページを得ることができ，”

イラク”という質問からさらに詳細な内容を知ることができる

と考えられる．



4. キーワード式の生成手順

この章では，３章で提案したキーワード式の生成のプロセス

について記述する．

提案手法のシステムの大まかな流れを次に示す．

（ 1） 検索結果のWebページ集合を取得

（ 2） Webページそれぞれのテキストを抽出

（ 3） 取得したWebページのテキストの中に含まれる語の抽出

（ 4） 抽出した語群の中で，検索結果に含まれる割合の高い語そ

れぞれについて

（ a） キーワード式の基底のノードとする

（b） 基底の語に逐次的に語を追加していき，キーワード式

を生成する

（ 5） 生成したキーワード式をユーザに木構造のグラフとしてそ

れぞれ提示する

次に，それぞれについて詳細に記述する．

4. 1 検索結果のWebページ集合の取得

まず，ユーザが入力した質問を検索エンジン（Google [1]）に

投げ，検索結果のページ集合を取得し，それぞれのページのテ

キストを抽出する．検索結果は膨大な数が出てくることが多く，

その全てを扱うことは現実的に困難であるため，近似的に検索

結果全体を表すものとして，検索結果のページ集合のの上位

100件を抽出し，この 100ページを検索結果全体と近似的に表

すこととする．

4. 2 取得ページのテキストからの語の抽出

取得してきたWebページのテキストをそれぞれ形態素解析

する．形態素解析には，茶筌 [8]を用いる．解析結果の中から名

詞と固有名詞を取り出し，キーワード式を生成するためのキー

ワードの候補とする．その中で，より多くのページに含まれて

いる語を優先的にキーワード式に含めるキーワードとする．

4. 2. 1 語の抽出方法

検索結果の各ページを形態素解析し，その中から名詞と固有

名詞を取り出してくる．ここで，連続して出現する名詞は，そ

の品詞の役割によって接続して名詞句とするかどうかを判断す

る．連続して出現した場合に接続する名詞の関係の一例を下に

示す．

• 一般名詞　⇔　一般名詞

• 一般名詞　⇔　サ変接続名詞　

• 一般名詞　⇔　接尾名詞

• 一般名詞　⇔　接続詞的名詞

• 固有名詞　→　一般名詞

• 数名詞　　→　接続詞的名詞

これらの接続を用いることで，「日本－代表」や「北朝鮮－

戦」，「親善－試合」などの名詞句を抽出することができる．こ

のような名詞句も，ページ集合から抽出した語群に含めるもの

とする．

4. 2. 2 キーワード式に含める候補である語の評価基準

検索結果の概要を表す語として評価が高いと考えられるもの

は，少数のページだけに集中して数多く現れる語よりも，検索

結果のページ集合の中でより多くのページに含まれているもの

であると考えられる．そこで，各語について検索結果のページ

集合中の存在ページ数を求め，その値の高いものからキーワー

ド式に含める語の候補とする．図 5でその例を示す．語 Aと語

Bは検索結果のページ集合内での出現頻度（全ぺーじ中の存在

数）は同じである．しかし，語 Aは多くのページに含まれてい

るが，語 Bは少ないページに多く含まれている．このような場

合，ある部分のみに集中している語 Bよりも，多くのページに

含まれている語 Aのほうが，検索結果のページ集合の概要を表

すのに有用であると考えることができる．

図 5 ページ集合を端的に表す語

4. 3 キーワード式の生成

取得したWebページのテキストをそれぞれ形態素解析して

抽出した語群の中から，基底のノードとなる語を決める．基底

のノードにそれぞれノードとして評価の高い語を逐次的に追加

していく．

検索結果の概要を表すということから，親のノードに接続す

る場合に最も評価の高い語を選択するこのとき，親のノードの

存在するページに関するページ集合として，正例と負例の二種

類の集合を用意する．

4. 3. 1 ページ集合の正例と負例

あるノードの子として語を追加する場合を考える．検索結果

のページ集合の多くのページに存在する語をその評価として，

検索結果のページに数多く含まれる語を選ぶ．その際，ある

ノードの存在しているページ集合を正例，あるノードの存在し

ていないページ集合を負例とし，キーワード式に追加する語の

候補として，正例のページ集合に多く含まれていて，且つ負例

のページ集合にはなるべく含まれていない語を選択する．例え

ば図 6の例の場合，”サッカー”というノードの子として”日

本”というノードが存在し，その”日本”というノードに新し

いノードを接続する場合を考える．ここで，”日本”というノー

ドについて，

（ 1） 正例

”サッカー”という語を含んでおり”日本”という語を含



んでいるページ集合

（ 2） 負例

”サッカー”という語を含んでおり”日本”という語を含

んでいないページ集合

とする．このとき，正例に多く含まれてはいるが，負例に

はあまり含まれていない語（図 6の例では”中田”という語）

は，”サッカー”に関する話題であり，その中で”日本”という

語を含んでいるページ集合を特徴づけているということができ

ると考えられる．

図 6 正例と負例

4. 3. 2 キーワード式への語の追加

キーワード式のあるノードを親としてその下に子ノードを接

続するために，正例と負例を定める．抽出した語群の中からあ

る親ノードに接続する際の評価として，正例の集合での出現

ページ数が多く，また負例の集合での出現ページ数が最も少な

い語をキーワード式の親ノードに接続する子ノードとして決定

した場合を考える．追加する語がその親ノードの存在ページ中

に高い割合で存在する場合，追加する語は親ノードの存在ペー

ジの概要をすでに表すことができていると考えることができる．

親ノードの子としてはその追加する語のみでよいと考えられる

ため，

　「親ノードの語 AND 追加する語」

のように接続する．この様子を図 7に示す．

図 7 単一の子ノードの接続

それに対して，追加する語がその親ノードの存在ページ中に

低い割合で存在する場合，追加する語は親ノードの存在ページ

の概要を一語で表すことができているとは考えることができな

いため，親ノードの子としてその追加する語以外にも子のノー

ドが必要であると考えられる．そのため，他の子ノードを決定

し，親ノードに追加する．このとき，新たな子を決定するとき

の正例と負例として，

（ 1） 正例

「親ノードを含んでいるページのうち，他の子ノードの語

を含まないページ集合」

（ 2） 負例

「親ノードを含んでいるページのうち，他の子ノードの語

を含んでいるページ集合」

とする．すなわち，親ノードの語を含んでいるページ集合内で

の，すでに追加された語と新たに追加する語の差異を明確にす

るということである．その例として，次のように接続する．

「親ノードの語 AND (追加する語 X OR 追加する語 Y ・・・)」

この様子を図 8に示す．

図 8 複数の子ノードの接続

このような場合，”日本”という語を含んでいるページ集合

をさらに新たな語で表そうとする場合，”政府”という語だけ

では表すことのできているページの割合が少なく，概要を表し

ているとは言いがたいため，さらにもうひとつ”大統領”とい

う語を付け加えている．”大統領”という語は，”政府”という

語を含んでいないページ集合を正例，含んでいるページ集合を

負例としている．そのため，”日本”という親ノードの語の表

すページ集合は，”政府”という語もしくは”大統領”という語

で表すことができるということである．

図 7の場合，この部分のキーワード式内での表し方は

　　　「政府 AND 自衛隊」

となり，また図 8の場合では，

　　　「日本 AND (政府 OR 大統領)」

となる．

4. 3. 3 キーワード式生成のアルゴリズム

ユーザの質問から得られる検索結果のページ集合からキー

ワード式の要素の候補となる語群を抽出してきたあと，その語

群の中の語を組み合わせてキーワード式を生成する．このとき，

キーワード生成についてのアルゴリズムを次に示す．



（ 1） 検索結果のページ集合から抽出してきた語群の中から，キー

ワード式の最初のノードとなる語を選択し，Start Nodeと

する．

（ 2） Start Nodeから次のノードの接続を開始する．

（ 3） Repeat(次に接続するノードの候補がなくなるまで)

（ a） 親ノード pを展開する．親ノード pの子として新しい

ノードを接続する．このとき，検索結果のページ集合

から抽出してきた語群の各語 kについて，次の集合を

定義する．

Pos　：　親ノード pの正例の集合

Neg　：　親ノード pの負例の集合

Pos(k)　：　 Posの中で語 kが含まれる集合

Neg(k)　：　 Negの中で語 kが含まれない集合

これらの集合を用いて，語 k について次の評価関数

F(k)の値をそれぞれ求める．

F(k) =
Pos(k)

Pos
∗

(
1 + log

Neg(k)

Neg

)
(1)

この評価関数の値が最も高い語 kを，親ノード pに接

続する次のノードの語 nとする．

（b） ANDと ORの判定のための閾値を THand orとする．

If ( Page(n) / Page (p) ＞ THand or )

　 nを pの唯一の子ノードとして，AND結合する．

Else

　 nを pに子ノードの一つとして AND結合し，親

　ノード pを次の展開するノードとする．

（ c） ノードの中から，次に展開するノードを pとする．

i. 接続した子が親ノードの唯一の子であった場合，

未展開のノードの中から存在ページ数の最も多い

ものを次に展開する親ノード pとする．

ii. 接続した子が親ノードの子の中の一つであった場

合，同じ親ノード pを次に展開するノードとする．

（ 4） 接続したノード集合を ANDと ORをつないだ文字

　　　　列に変換し，キーワード式とする．

このアルゴリズムを繰り返すことで，ユーザの質問から複数

のキーワード式を生成し，ユーザに提示する．ユーザが選択し

たキーワード式について，木構造でグラフ表示する．

4. 4 キーワード式の評価

生成したキーワード式は，取得してきた検索結果の概要を表

すことを目的としてしているため，検索結果のページ集合をど

れだけ的確に表すことができているかがその評価の基準となる．

複数の語を組み合わせてキーワード式を生成しているため，

あるキーワード式 hの中に含まれている語 iを含んでいるペー

ジの数を P(k)，検索結果全体のページ数を pagenumber とす

ると，次のような評価関数からキーワード式の評価値 F set(h)

を求めることとする．この場合，値が１を超える場合も出てく

るが，違う語で同じページを表していたとしても，その重なり

の数が多いほうが，検索結果の概要をより強く表すことができ

ていると考え，どのキーワード式がどの程度の割合で検索結果

のページ集合を表すことができているかを比べるための指標と

することを考える．

F set(h) =

k∑
i=0

P (i)

pagenumber
(2)

5. システムの実装

5. 1 システムの概観

本論文の４章で提案した手法のシステムを作成した．ユーザ

が質問を入力すると，そのキーワードを検索エンジンである

Googleに入力し，その検索結果の上位 100件分のWebページ

を取得し，それぞれを形態素解析する．解析結果からキーワー

ド式の要素の候補であるキーワードを取得し，そこからキー

ワード式を生成する．システムの実装画面を図 9に示す．

図 9 システムの実装画面

5. 2 システムの動作

まず，ユーザは得たい情報を表していると考えられる質問を

入力する．入力した質問から検索結果のページを 100ページ取

得しそのテキストを形態素解析することによってページ集合に

含まれる名詞と固有名詞，または名詞句を抽出し，語群とする．

キーワード式の根ノードをユーザの最初の質問とし，そこに接

続する一番目の語としては，語群の中で検索結果集合の中での

出現ページ数の多い語をとする．出現ページ数の多い語の数は

複数あると考えられる．語群の中に含まれる語を評価値に従っ

て逐次的に組み合わせ，複数通りのキーワード式を生成する．

生成されたキーワード式の中で，まず最も評価値の大きなも



のをフォームにグラフ描画することで，ユーザに提示する．他

のキーワード式もリスト表示しており，選択したものをフォー

ムにグラフ描画する．

5. 2. 1 強 調 表 示

キーワード式はそのつくりによって非常に長いものであるた

め，ユーザはその目的によってキーワード式から情報を絞り込

む．キーワード式をグラフ描画したものの中から，興味の深い

語を選択すると，そのノードから根ノードまでの道のりが強調

表示されるようにしている．ユーザの興味を誘引するために，

ある程度多くの情報としてキーワード全体を見せ，その中から

ユーザの興味のより深い部分を限定できるようにすることで，

ユーザの興味対象を明確なものとし，次の検索につなげること

を目的としている．強調表示の様子を図 10に示す．

図 10 強 調 表 示

5. 2. 2 キーワード式の利用

ユーザが選択したノードから根のノードまでの道のりを強調

表示した部分は，検索結果の中でも特にユーザの興味として表

れている部分であると考えられる．選択して強調された部分の

複数の語を利用し，その語を全て含んでいるページのみを閲覧

するフォームを用意して，実際にページを閲覧することができ

るようにしている．それとともに，強調表示された部分の語群

を次の質問として再度検索しなおすこともできるようにしてい

る．この二通りの行動によって，ユーザは目的に漸進的に近づ

くように検索を続けることができると考えられる．

5. 3 提示する情報の出力結果と考察

システムの結果を検証するために，実験を行った．実験は，

最初の質問として”活性酸素”を用いた．

5. 3. 1 結果の一例

[評価値が最も高いもの]

　　 (病気 AND ((老化 AND ((原因 AND ((人間 AND

　　 生活習慣病) OR (糖尿病 AND 動脈硬化)))))))

　　 OR (検索 AND (ガン OR 買い物 OR 質問)) OR

　　 (ビタミン AND ((ミネラル AND (カラダ OR

　　説明))))

　　　　: KeywordsetValue = 2.56

[評価値が最も低いもの]

　　 (非常 AND ((電子 AND ((安定 AND ((病気 AND

　　 (ウイルス OR 白内障 OR サプリメント))))))))

　　 OR (注目 AND (体内 AND (紫外線 AND (酸化力

　　 AND 要因)))) OR (検索 AND (物質 OR サイト

　　マップ OR 活性化))

　　　　: KeywordsetValue = 1.45

5. 3. 2 結果に対する評価

上の結果は，”活性酸素”というキーワードから得られたキー

ワード式の中で，その評価の最も高いものと最も低いものを抽

出してきたものである．それぞれの式を主に比べてみた場合，

どちらも語としても”活性酸素”と関係が深い語で構成されて

いるが，評価値の高さとして差が生まれている．

5. 3. 3 考 察

実験による結果について，初めの質問と関連の深い語がその

上下関係とともに出力されるため，興味のある語を用いて質問

修正をすることができると考えられる．ただ，その上下関係が

まだ明確なもので定義できていないため，それほどの意味を持

たないという問題点が挙げられる．

また，複数回の検索をするにあたって問題となってくるのが

実行時間であるが，インターネットの接続環境によってページ

の取得にかかる時間を除けば，それほど支障にならない時間で

の検索が可能である．そのため，システムとしては実行時間と

して複数回の検索に利用できるものであると考えられる．

6. まとめと今後の課題

本研究では，ユーザの質問によって得られた検索結果の概要

を理解することで，ユーザの知識発見と次の質問修正を支援す

るシステムを考案し，そのシステムを開発した．今後の課題と

して，検索結果の”周辺情報”の導入，さらにはその周辺情報を

取り扱う部分のシステムの実装を大きな課題の一つとして検討

している．また，検索結果の概要を表すキーワード式の評価基

準となるものを明確にすること，さらにシステムの評価として

は，実際にユーザにこのシステムを使用してもらうことによっ

て，より精度の高いキーワード式の生成方法を考案すること

6. 1 検索結果の周辺情報

本研究では，検索結果として得られたWebページ集合の概

要を表し，その中にどのような知識や情報が含まれているのか

を理解することでの，質問修正につなげることの支援を目的と

している．ここで，検索結果以外にもユーザの求める情報を含

むページや，直接的にはユーザの質問には関係ないとしても，

ユーザが潜在的に興味を抱いているような内容を含んだページ

があると考えられる．これらのページを取り扱うことで，ユー

ザの知識発見と質問修正のためにさらなる情報が提供できると

考えている．そのため，次の２つの概念を用いて抽出してきた

ページ集合を検索結果の”周辺情報”とし，それらについても

検索結果と同様にキーワード式とて提示することも考慮して



いる．

6. 1. 1 ページ内での話題構造

検索結果の概要は，検索結果のページ集合の中に含まれるお

おまかな内容をつかむためのものではあるが，ページはタイト

ルによってその内容を理解できると考えられる．また，さらに

詳細なページの内容をつかむためには，テキストの部分に含ま

れるキーワードをページのタイトルと組み合わせることで，同

じタイトルのページ間での差異を表すことができると考えら

れる．

6. 1. 2 ページ集合におけるリンク構造

ユーザの質問から得られた検索結果のページは，すべてユー

ザの質問を含んでいるが，ユーザが質問を的確に決定すること

は難しく，質問が目的の情報とずれてしまっていることも考え

られる．さらに，ユーザは様々な情報の提供を求めてWeb情

報探索を行うことも多いと考えられる．そこで，ユーザが入力

した質問から得られる結果集合がどのような見られ方をしてい

るのかを考えるために，リンク元のページ集合を取得し，それ

らを”周辺情報”とすることを考案している．

また，検索結果のページ内のリンクアンカーとそのリンク先

のページ集合とともにリンク元のページ集合を，検索結果集合

との差異を明確化して扱うことで，ページ集合全体においての

話題構造を考慮することを考えている．
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